
さ わ カミをこの 記

山 本 秀 男

-さわがにを食べる会 (油山温泉)

SCAニュースの第三回懇談会の通知にはそ
ういうサブタイトルがついていた｡サブタイト

ルが気に入って､忙しい最中ではあったが､油

山温泉をたずねた｡

油山(ゆやま)温泉は静岡から北-十五粁､安

倍川の左岸を二粁ほど山の中-入ったところに

ある｡もちろん初めて訪ねる温泉であったが､

地図をみても鉱泉記号すらないのだから､隠れ

た山の湯といっても差支えないところだろうと

予想していた｡静岡の駅前でバスの切符売場の

係に聞いても知らないといっていたほどである｡

予想はまず当っていた｡玄関らしいものもな

く､まして門などという格式ぼったものはない｡

あえていえば､大きなカニデの木が一本､入口

の目印になっていて､七月のまひるに､涼しい

日影を作っていた｡イチヂクの木がやたらに目

立ち､ホ-センカと百合が咲いていた｡蕗の大

きな薬が､空地の隅にゆれていた｡そして､絶

えることのない沢の音である｡サイクリング車

が数台､思い思いの所によせ掛けてある｡頭数

の一番多く見える建物-いったら､そこがSCA

の懇談会の会場だった｡案内も乞わずに入って

いった｡そういえば､帰るまで､宿の人は一人

として私をかまわなかったし､こっちも口をき
かなかった｡妙な具合だが､それでいて､ごく

自然に油山温泉の客の一人になってしまったわ

けである｡

話は JCA ラリーにかかわることで議論がか

わされていた｡その中に私も入りこんだわけで

ある｡

さて､沢ガニであるが､各人の前の幾皿かの

料理のうちの一つとして､沢ガニの皿があった｡

たらた二匹が､飾りもののように笹の葉の上に′
乗っている｡この環境にして､またこの宿の造

作疫しては､妙にとりすました沢ガニの食わせ

方であると思わずにはいられなかった｡何より

も̀妙なことは気取った野ガこの出し方と井飯の

対比で､むしろこつけいにみえた｡だが､沢ガ

ニは今日の主たる料理の筈である｡そう思って･

1-4

耳二㌦

ピールのコップを一息にカラにしてから､おも

むろに沢ガニをつまんで､まずハサミ足から噛

ってみた｡私のは一匹はオスのようで右のハサ

ミがひときわ目立って大きかったが､その大き

なハサミは､センベイのような脆さの歯ごたえ

であった｡油でカラ揚げにした沢ガニは快よい

歯ごたえであった｡たった二匹であったせいも

あるが､えらく珍重なものを食べたというよう

な気がした｡

これは妻の話であるが､女友達と小河内-育

ったとき､沢ガニがでたそうである｡妻は､以

前に私が土産にもってきて食べたことがあるか

ら､すぐそれとわかったそうだが､他の人は一

人として､沢ガニという名前さえ知らなかった

そうだ｡そんなふうだから､まるで生けるが如

く､まつ/たき婆で皿にのせられた二匹の沢ガニ

を眺めて

｢何てきれいな飾りでしょう｣

と嘆声をもらしたという｡あとで妻に説明さ

れて､沢ガニのカラ揚げで､料理であり､食べ

てもらうために宿で出したものだということが

わかったらしいが､それでも誰も食べなかった

そうである｡そんな話をきいて大笑いしたこと

を思い出したが､ここ､細山の沢ガニも､そん

な風情であった｡

大石りつ子さんというレディサイクリズトが､
当日病気で出席できなかった森川さんに土産に

するのだといって､同行してきた小学生らしい

少年と沢ガニをとりに出かけた｡私は沢ガニが

どんなところにいるものかを知らなかったので､

お供をした｡

宿の前の沢の支流で､巾が三十センチほどの

小さな沢に入った.正面がガケになっていて､

落差三十メートルほどと思われる滝が少ない水

を落していた｡その沢は夏草に覆われて､水面

は非常に暗かったが､石をどけると､そこに沢

ガニがいた｡沢ガニは､その沢の色がカツ色で

あったためか､茶カツ色に近い色をしていた｡

沢ガニは保護色をしているのが普通だそうで､

色は白､青､紫など変化に富んでいるという｡

恥ずかしい話であるが私は沢ガニというのは

もつと大きくなるものだと思っていた｡だから､

油山温泉にくる途中､一緒になった百姓夫婦と

いろんな話をし､たまたま沢ガニの話になった

とき､

｢沢ガニは大人になると､どのぐらいになる~
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に持っていく分は殆ど無かったそうだ｡お雪さ

んが翌る日そんな語をしていたが､その坊やが､

私のために沢ガニを揃ってくれたわけである｡

夜､ランプに灯をともしてから､その沢ガニ

を食べることになった｡なにしろ生れてはじめ

ての食べ物である｡毎日､一日中原稿を書いて

いると､沢ガニが出るというだけでも大変な刺

激になって､心楽しかった｡

沢ガニは大きな皿に数えきれないほどあった｡

坊やが捕った全部をもってきたと思われた､そ

ら豆ほどの大きさのものから､大豆ほどの小さ

いものまで､大小さまざまであった｡こんなに

あるなら一本つけようと注文した｡その晩は仕

事はやめにするつもりで､本腰で飲む気になっ

た｡

沢ガニの味を説明するのはむずかしいが､と

にかく生れて初めて食べる沢ガニの味は､いか

にも塩川の夜の雰囲気とピツタリしていて嬉し

かった｡｢イナゴよりはるかに食べいいな｣とい
ったような記憶がいまでも残っている｡

帰るときに､また口数の少ない坊やをわずら

わして､土産のために沢ガニを捕ってもらった｡

だが､当時三才になっていなかった､うちの坊

やは､全然喰べなかった｡

油山の沢ガニを食ってお雪さんを思い出した

わけだが､考えてみると､両方とも山のふとこ

ろの､ひなびた鉱泉宿であることが､共通点で

あった｡私がサイクリングでこうした山の湯に

興味をもたなかったら､或いは､いまだに沢ガ

ニを食べていないかも知れない｡

. (サイクル誌59年3月号)
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